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引用聖句　1コリント15章

15:3 私があなたがたに最も大切なこととして伝えたのは、私も受けたことであって、次のことです。キリストは、聖書の示すとおり に、私たちの罪のために死なれたこと、

15:4 また、葬られたこと、また、聖書に従って三日目によみがえられたこと、

15:5 また、ケパに現われ、それから十二弟子に現われたことです。

15:6 その後、キリストは五百人以上の兄弟たちに同時に現われました。その中の大多数の者は今なお生き残っていますが、すでに眠った者もいくらかいます。

15:7 その後、キリストはヤコブに現われ、それから使徒たち全部に現われました。

15:8 そして、最後に、月足らずで生まれた者と同様な私にも、現われてくださいました。

15:9 私は使徒の中では最も小さい者であって、使徒と呼ばれる価値のない者です。なぜなら、私は神の教会を迫害したからです。
前に読んでもらいました箇所は、いわゆる「よみがえりの書」と呼ばれているコリント第一の手紙15章です。パウロは、「主イエスは私にも現れてくださいました。私は価値のない者です。」 けれども、人間はなんであろうかということはそんなに大切ではない。人間の何と何しているということもあまり大切ではない。人間は誰と誰に出会ったのか、誰と誰を知るようになったかこそが大切なのではないでしょうか。そしてパウロは、復活なさったイエスは私にも現れたと言うことができたのです。

今読みました３節の中で、２回も同じ表現が出てきます。３節の中で「聖書の示すとおり」と書いてあるし、そして4節「聖書に従って」。非常に大切な表現です。意味は、われわれ人間は何を考えているか、何を持ってるか、感じてるかとは別にどうでもいいよ。聖書は何て言っているか。使徒たちは皆この態度を取ったのです。

そして彼らが述べ伝えたメッセージとは、結局主は聖書の示すとおり、聖書に従ってよみがえられた。結局われわれの主とは生きておられるのです。この主はあんまり偉大ですから、自分はもうだめ。パウロは、「私は価値のない者です」。もちろん彼はそう思ったからこそ、主は彼を用いることができたのではないでしょうか。

自分はなんとかなる、なんとかできると思えば、主は知らん顔する。絶対に用いられないからです。けれどパウロは、私は価値のない者であると言ったからこそ用いられるようになったのです。主は必ずわかったのです。このパウロは用いられ祝福されても、彼は傲慢になりません。身になれば、それは自分の努力の結果じゃなくて、やっぱり主に頼るという切なる願いの結果です。

一番大切なのは、このよみがえりの主にまみえ、新たにされることなのではないかと思います。パウロは、「主イエス様は最後に私に現れた」。よみがえりの主イエス様にお会いした喜びについて、彼は書いたのです。このパウロとは、ご存知のように、どうしてイエス様を知るようになったのでしょうか。

理屈でせめられ納得させられたからイエス様を知るようになったのではない。また、脅かされて強制されたからイエス様を知るようになったのでもない。パウロはよみがえりの主にお会いしたため、主を知るようになり、それによって監禁され、捕まえられてしまったのです。

だから手紙の前にパウロはよく書いたのです、「主イエスのしもべであるパウロ」。原語を見ると勿論しもべじゃなくて奴隷となっているのです。復活なさった主に奴隷として仕えるのは最高の幸せです。これこそが本当の自由であるとパウロは言うことができたのです。

パウロはどうしてイエス様を紹介する者となり、イエス様のあかし人となったのでしょうか。今話したように、多くのことを勉強したからではありません。よみがえられたイエス様に出会ったからです。紹介したイエス様とは結局生きておられます。復活なさいました。この生きておられる主を紹介することこそ、パウロに与えられた使命であり特権です。
パウロはイエス様のよみがえりの書を、すなわちこのコリント第一の手紙の15章を書いたのです。どうしてであるかといいますと、必要だったに違いない。誰に書いたかといいますと、コリントにいる兄弟姉妹です。そしてコリント人への手紙を読むとわかる。彼らは確かにイエス様のことを信じ受け入れたけれど、彼らは本当の意味での「あかし」ではなかったのです。だからパウロは彼らにこの15章を書いたのです。

彼らは実際生活にイエス様のよみがえりをもちろん信じましたけど、よみがえりの力を持っていなかったのです。コリントの兄弟姉妹は等しく主に仕え、イエス様のために生きたい、奉仕しようと心がけましたけど、全部失敗に終わってしまったのです。願いどおりになりませんでした。パウロはこのコリントの兄弟姉妹の失敗の原因の根本について、はっきり言ったのです。

すなわち、あなた方はよみがえりを体験する前の状態にある。よみがえりの土台の上に生活していない、と指摘しています。もちろん言えることとは、もし私たちが生まれつきの性質から解放されイエス様のよみがえりの力に合わせられないなら、信仰生活は上がったり下がったりするでしょう。

ペテロもヤコブもパウロも、その他多くのよみがえりの主イエス様に出会った人々は、自分の肉の力から解放され御霊に動かされた生活に引き入れられました。これは彼らすべてが告白しているところですが、これこそ彼らにとって本当の復活祭だったのであります。

今パウロは、コリントの兄弟姉妹も同じよみがえりの体験に入ることを願って、この手紙を書いたのです。彼らはもちろんイエス様が復活なさったことを疑っていなかった。けれどやっぱりあいかわらず自分の気持ちに動かされ、「主よ語ってください。しもべは聞いております」。そういう気持ちはあまりなかった。大切であったのは自分の考えていること。み言葉の言っていることじゃない。そうすると祝福がない。よみがえりの主との出会いこそが、もっとも大切なのではないでしょうか。
復活なさったイエス様に初めて出会ったのは、弟子たちではなかったんです。それもちょっと不思議でしょ。マグダラのマリヤという女性でした。彼女はこの復活なさったイエス様との出会いによっていったい何を得たのでしょうか。一言で言いますと、彼女はイエス様にお会いしたことによって新しい愛を持つようになりました。

彼女は墓より復活されたイエス様に最初にお目にかかった人でした。すばらしい特権なのではないでしょうか。なぜこの新しいすばらしい特権にあずかることができたのでしょうか。答えられるじゃないか、すなわち彼女はイエス様を一番愛したからです。イエス様に一番すべてを捧げつくしていたので、この行為にあずかるようになったのではないでしょうか。

けれどなぜ一番初めに彼女にイエス様は現れたか、もう一つ考えられることがあるのではないかと思います。すなわちそれは、彼女には一刻も早くよみがえりの主イエス様を見る必要があったからです。彼女はイエス様が亡くなられた時、そんなにがっかりして、完全に絶望して沈んでしまったからです。マルコ伝の16章9節を見ると次のように書かれています。

16：9 さて、週の初めの日の朝早くによみがえったイエスは、まずマグダラのマリヤにご自分を現わされた。イエスは、以前に、この女から七つの悪霊を追い出されたのであった。

この節を見ると、彼女はかつてイエス様に７つの悪霊を追い出していただいたことが書かれている。彼女は悪霊につかれて、結果として恐ろしい生活をしていたに違いない。悪霊のとりこだったんです。どうしてなったのかわかりません。けれど生まれつき悪霊につかれている人間はいないはずです。

あるときやっぱり悪魔に惑わされてしまって、変な方向に行ってしまうようになりました。悪霊につかれる生活とは、楽しくない。恐ろしい孤独な生活です。ですからイエス様に霊を追い出していただいたとき彼女が体験した解放も、考えられないすばらしいものだったに違いない。

この主イエス様にマリヤが持っている愛のすべてを捧げつくしたのも無理もない。当然じゃないですか。イエス様によって開放された。自由になった。心も満たされるようになった彼女は、「イエス様こそすごい。何でもできるお方です。拝むべき解放者である」と彼女は思ったのです。

イエス様こそが彼女にとってすべてでした。したがってイエス様が十字架で亡くなられたときの彼女の悲しみは想像できません。もしイエス様がよみがえられなかったら、彼女のイエス様に対する愛はなおさら彼女を絶望に追いやり、悲しみに落とし込んだにちがいない。

もちろんこのマリヤの愛の対象は、決して間違っていなかったんです。神の御子、主イエス様を愛し抜いていたからです。けれどその愛がよみがえりの力に基づかないものであれば、すなわち単に人間的な愛であるならば、ちょっと大変です。絶望に終わってしまう。

復活なさった、現れたイエス様を見た時、マリヤは考えられないほどうれしかった。喜びのあまりイエス様に抱きつこうとしました。聖書を読むと、その時イエス様は彼女に言ったんですね。「私に触ってはいかん」とみ声をかけられたことが書かれています。

イエス様はどうしてそのように言われたのでしょうか。マリヤのご自分に対する、清くはあるが人間の愛を霊による愛に変えなければならないことを教えたかったでしょう。のちにイエス様は昇天され、マリヤは霊によってイエス様を愛するようになる備えをなさしめたのです。

もし私たちのイエス様に対する愛、イエス様に対する献身がよみがえりの土台の上に立っていないなら、やがてそれらは崩れて絶望に終わるでしょう。よみがえりはイエス様に対する新しい愛を与えてくれます。よみがえりの前の土台に立ってる者は、イエス様と共に十字架につけられイエス様と共に葬られていない人です。マリヤがそうだった。このマリヤの愛はほんとうにきれいな愛でした。清い愛でした。けれども自分の、人間の愛だったのです。

このマリヤの愛をちょっと少し考えて見ましょうか。まず、彼女の愛は、イエス様が自分になしてくださった恵みのみわざに応える愛でした。今話したように彼女は７つの悪霊を追い出していただいたので、もう感謝の思いから主を愛した。

２番目、彼女が愛したイエス様は肉体をとっておられたので、目に見えるお方としてのイエス様を愛していたわけです。マリヤは目に見えるイエス様を愛していました。最後に、このマリヤの愛は人間的だったがゆえに絶望に終わってしまったのです。

これに対し、よみがえりの主にあずかり、よみがえりの土台としてその上に立っている人々は、苦しみを通し、悩みを通し、主と共に十字架につけられて死に、共によみがえらせ、天使の座に遣わしめられた人であり、まことの主なる神の愛をいただいた人です。
よみがえりの主にあずかり主なる神の愛を持つ者は、まずイエス様がなしてくださったみわざのためにイエス様を愛するのじゃなくて、イエス様ご自身を愛します。それらの人々はイエス様を知っています。イエス様についてのことだけではなくイエス様ご自身を知っているのです。主のみ旨を知って、イエス様だけを喜びにしています。

２番目に、よみがえりに基づいた人たちは、目に見えないイエス様を愛しています。意味は、信仰によって歩んでいます。信仰によって歩むことこそが考えられないほど大切じゃないでしょうか。ちょっと一箇所見てみます。コリント第二の手紙４章１６節からお読みいたします。

4：16 ですから、私たちは勇気を失いません。たとい私たちの外なる人は衰えても、内なる人は日々新たにされています。

4:17 今の時の軽い患難は、私たちのうちに働いて、測り知れない、重い永遠の栄光をもたらすからです。

4:18 私たちは、見えるものにではなく、見えないものにこそ目を留めます。見えるものは一時的であり、見えないものはい つまでも続くからです。

最後に、この主なる神の愛は、たとえ訳が分からないことがあっても、理解に苦しむようなところに置かれても、愛して愛し抜く愛です。これらの人々はパウロと同じように次のように言うことができるでしょう。有名なローマ書８章の最後の２，３節は本当にすばらしい、初代教会の兄弟姉妹の告白です。

8:35 私たちをキリストの愛から引き離すのはだれですか。患難ですか、苦しみですか、迫害ですか、飢えですか、裸ですか、 危険ですか、剣ですか。

8:36 「あなたのために、私たちは一日中、死に定められている。私たちは、ほふられる羊とみなされた。」と書いてあるとおり です。

8:37 しかし、私たちは、私たちを愛してくださった方によって、これらすべてのことの中にあっても、圧倒的な勝利者となるの です。

8:38 私はこう確信しています。死も、いのちも、御使いも、権威ある者も、今あるものも、後に来るものも、力ある者も、

8:39 高さも、深さも、そのほかのどんな被造物も、私たちの主キリスト・イエスにある神の愛から、私たちを引き離すことはで きません。
確信に満ちたあかしです。主なる神の愛はすべてのものに勝ち得て余りある愛です。この主なる神の愛は、パウロが同じくコリント第一の手紙の中で言っているものです。その前の前の書ですね。１５章はよみがえりの書です。１３章は主の愛の書と呼ばれています。

13:4 愛は寛容であり、愛は親切です。また人をねたみません。愛は自慢せず、高慢になりません。 

13:5 礼儀に反することをせず、自分の利益を求めず、怒らず、人のした悪を思わず、

13:6 不正を喜ばずに真理を喜びます。
13:7 すべてをがまんし、すべてを信じ、すべてを期待し、すべてを耐え忍びます。

私たちの場合はどうでしょうか。私たちは主のためにあれをやり、これをやり、奉仕しますけど、イエス様と親しい交わりを持ってる方はどれだけいるのでしょうか。祈りはそのままイエス様との交わりであると言うことはできないでしょう。イエス様もわれわれに語りかけることができなければ交わりになりません。

私たちもマリヤのようによみがえりの前の土台に立ってるのではないでしょうか。マリヤはイエス様を神の御子として信じ、しかも自分を悪の霊から解き放ってくださったお方として信じ愛してましたけど、彼女は絶望に陥ってしまったんです。

多くの救われた兄弟姉妹は罪の赦しを確信し、主なる神との平和をいただいています。そして人間的な愛でイエス様を愛しています。生まれながらの賜物の、生まれながらの力を持ってイエス様に仕えようとしていますけど、信仰生活は結果としてとめどもなく上がったり下がったりします。

イエス様との親しい交わりがない。主イエス様と一つになることができない。それはいわゆるよみがえりの前の土台に立っているからです。よみがえりの土台に立つ者は、自らの力で主に仕えようとしない。自分の力に頼ることをやめ、人間の誉れを望まず、よみがえりの主に任せおゆだねするということは、なんという自由でありましょうか。

自分を愛する愛は哀れっぽいものです。自分を愛する愛は傷つきやすいものです。主なる神の愛はこれに対して傷つきにくいものです。主の愛は、別にしるしを求めません。主の愛は信仰によりて目に見えるものを望み見て歩みます。

私たちが必要としているのはなんでしょうか。この主の愛に満たされることなのではないでしょうか。もしイエス様がよみがえられなかったら、果たしてマリヤは７つの悪霊に立ち向かうことができたでしょうか。

よみがえりの土台に立っていないコリントの兄弟姉妹たちはどうだったでしょう。憎しみと妬みと傲慢と汚れの霊に打ち負かされ、ぜんぜんあかしが立っていませんでした。イエス様がわれわれにマグダラのマリヤのように新しい愛を授けられ、私たちが心からパウロのように、よみがえりの主は最後にこの私に現れたということができれば、本当に幸いと思います。終わり

